大会結果報告書（各競技日毎の結果）　オープンクラス

	第　１日目
	2020年 2月 21日（金）
	☐成立




	参加の意志表示をした選手数
	　45人
	ＤＱ
	　0.583



	ﾀｽｸ／ （）でターンポイント半径（単位:m）を入力すること：

タスク距離： km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    
スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   
スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	[bookmark: _GoBack]得点計算式：GAP2018

	GAPパラメータ：　ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：高気圧に覆われて晴れ

	　　　　風向：風速　北東のち西北西４ｍ

	　　　　サーマルトップ：1100～1300　　　　　　積雲　　ほぼ無し

	 概要： 高気圧通過の後半で紀の川エリアとしては良くない状況。北東風でTO し難い状況が続く事が心配だった

	　　　東寄りの風が北成分の風に変わると予測しての小さめのタスクが設定された。リフトは弱いが1000ｍ辺りまで

	　　　は多くの選手が上昇し上位者は1300ｍ辺りまであがった。後半西寄りの風になりシード選手達が河川のトリガ

	　　　―を狙ったのに対しトップの松村選手はTOから城パイロンの南の空域を飛び40.7ｋｍのタスクを消化した。

	　　　松村選手をはじめ4名のゴール者が出たがD/Qは0.583であった。シード選手が成績上位にいないのは一時

	　　　西風が強くなりその時間帯にヘッドウインドレグを通過していた為で、風向、風速の変化が読めない一日だっ

	　　　た。



タスクボード					　　パイロン地図（任意貼り付け）

（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20MB）、圧縮して貼りつけてください。		



	第２ 日目
	2020年 ２月 22日（土）
	☐不成立



	参加の意志表示をした選手数
	　人
	ＤＱ
	　



	ﾀｽｸ／ （）でターンポイント半径（単位:m）を入力すること：

タスク距離： km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    
スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   
スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	得点計算式：GAP2018

	GAPパラメータ：　ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：

	　　　　風向： 　　風速　m/s

	　　　　サーマルトップ、積雲有無：

	 概要： 前線通過の為、終日雨となりキャンセル

	

	

	

	

	

	



タスクボード					　　パイロン地図（任意貼り付け）
（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20MB）、圧縮して貼りつけてください。			　　


























	第 3日目
	2020年 2月 23日（日）
	☐成立




	参加の意志表示をした選手数
	　47人
	ＤＱ
	　１



	ﾀｽｸ／ （）でターンポイント半径（単位:m）を入力すること：

タスク距離： km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    
スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   
スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	得点計算式：GAP2018

	GAPパラメータ：　ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：晴れ　暖冬の冬には珍しいような冬型気圧配置と寒気、強風の半日（前半のみ）だった

	　　　　風向：風速　　西北西４ｍのち北西３ｍ

	　　　　サーマルトップ、　MAX1700ｍ　　　　　　積雲有無：良　　３０％

	 概要： 北海道付近の強い低気圧と寒気の為、強風予報であったが等圧線の緩みが速い予報図であった為、時間通り

	　　　　タスクが組まれた。西風強風ではあったがTOゲートオープン12:15頃には時折２ｍ辺りまで弱くなるタイ

	　　　　ミングがあった。後半にはTO は弱くなったが、上空は西風がかなり強く、風上側のレグには滑空比の判断

	　　　　が難しい事があった。タスク時間の後半、風が少し弱くなりサーマルトップが1700ｍと高く続いたことが

	　　　　47名中29名のゴール者が出た原因となっていると思う。

	

	



タスクボード					　　パイロン地図（任意貼り付け）
（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20MB）、圧縮して貼りつけてください。		


	第 4日目
	2020年 2月 24日（月）
	☐成立




	参加の意志表示をした選手数
	　48人
	ＤＱ
	　0.161



	ﾀｽｸ／ （）でターンポイント半径（単位:m）を入力すること：

タスク距離： km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    
スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   
スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	得点計算式：GAP2018

	GAPパラメータ：　ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：　高気圧は太平洋上を進み天気の変化が速く下りベースの天候、風は弱くリフトも小さかった。

	　　　　風向：風速　　南西～西南西２ｍ　

	　　　　サーマルトップ、900ｍ～MAX1200ｍ　　　積雲有無：　無

	 概要： 

	　　　　冬型気圧配置が望ましい紀の川エリアで高気圧が南海上を進むと風向は東寄りとなり好条件は稀となる。

	　　　　リフトは弱く、ガーグルは出来るものの、高度獲得に時間がかかり900ｍ辺りで崩れて分散する。このよう

	　　　　な難易度の高い条件でもポイント上位のパイロットはMAX1200ｍまで上昇しタスクをこなしている。

	　　　　DQ0.161が表すように決して良い条件では無かったが板垣選手以下4名がタスクの約半分の距離を飛んだ。

	　　　　

	



タスクボード					　　パイロン地図（任意貼り付け）
（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20MB）、圧縮して貼りつけてください。			　　
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